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「子育て応援支援金」を支給しました

鬼は外、福は内！～保育所豆まき会～

わらじ作り講習会が開催されました

　小室浩貴さん、唯花さんご夫妻に第３子
となる凰奏（おうか）さんが誕生したことを
祝し、１月22日、小関町長から子育て応
援支援金が贈呈されました。「子育て応援
支援金」は七ヶ宿町での子育てを支援する
ことを目的に、お子さんの出生時・小学校
入学時・中学校入学時・高校入学時に支給さ
れます。瀬見原にお住まいの小室さんご家
族。七ヶ宿町でのびやかに子育てをしてい
ただきたいと思います。

　１月31日、関保育所で豆まき会を行い
ました。子どもたちがこの日のために製作
した「升」に花紙を丸めて作った豆を入れ、
「鬼は外、福は内」の掛け声とともに鬼に豆
をぶつけ退治しました。その後、突然現れ
た大きな赤鬼の迫力に驚いて逃げる子や泣
いてしまう子もいましたが、豆とイワシ攻
撃に赤鬼は退散。泣き笑いの豆まき会とな
りました。

　２月18日、シルバー人材センターにて
わらじ作り講習会が開催されました。この
講習会では作り手の少なくなったわらじを
後世に残すため、わらじの作り方を学ぶ講
習会で８名の方が参加しました。参加され
た方からは「見た目以上に難しいが楽しい。
作り方を覚えたい。」といった感想をいただ
きました。また、３月４日（火）、16日（日）
の午前９時〜正午にも開催されますので参
加応募をお待ちしております。（☎３７−
２２３１）

▲小室浩貴さん（左） 小関町長（右）

▲明るく元気になりますように

▲わらじ作りを体験したい方はシルバー人材センターで！

無 限 陶 房

☎0224-26-8290

です

こんにちは！

地域おこし協力隊地域おこし協力隊

　寒い毎日が続きますね。この原稿を書いて
いる今日は、数年に一度の大寒波が襲来。水
道管凍結防止のことや健康の維持こと、心の
準備を整えているところです。
　無限陶房の冬は、ひたすら制作に集中する
時期でもあります。皆がロクロに向き合う間、
工房には静寂が訪れます。時折、ストーブか
らパチパチと薪が弾ける音だけが聞こえてき
ます。
　２月２日に開催された雪だるま・雪像コン
テストに無限陶房チームで作品を創りました。
作品は無限陶房らしく登り窯をイメージして
みました。中に灯るロウソクがどこか幻想的
でした。
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活動先の公式

☎0224-37-3223

南蔵王
やまびこの森

芭 蕉 庵
（ゆのはら農産）

☎0224-37-2134

　着任してから約３ヶ月、やまびこキャンプ
場は冬季休業しているので、主にスキー場で
活動しています。
　「七ヶ宿スキー場」に初めて来たのは30年
以上前の高校生の時、友人達とスノーボード
を楽しんだ思い出の場所です。まさかここで
仕事をするとは不思議な気持ちです。慣れな
い事も多く間違ってしまう事もありますが、
他のスタッフに助けられながら頑張っていま
す。
　住居のある「湯原」は雪も多く、日々の除雪
に苦労しますが、休みの日にはスキー場で滑
りを楽しみ、雪のある冬を満喫しています。

　冬期間は角田市、丸森町、山元町へと遠征
しての活動をしておりました。角田市では草
刈作業、丸森町では木の間伐作業、山元町で
は海岸防風林の幼齢木に絡む蔓（ツル）の除去
作業と場所によって多様な作業をさせていた
だきました。いずれも寒さはつきもので「寒
い」を繰り返しながら、どうにもならない寒
さを諦めと共に受け入れて活動しておりまし
た。「寒い」を繰り返していれば早く春が来て
くれるのではないかと浅はかな期待をしつつ、
まもなく訪れる春らしい季節を待ちながら活
動を続けていきます。
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